
 

第 16回全員協議会会議記録 

開 閉 会 

日   時 

 令和 3年 3月 23日（火曜）    午後 1時 30分 開会 

 休憩  

                   午後 1時 49分 閉会 

会議場所  役場３階 委員会室 

出席議員  

氏   名 

議 長 早苗  豊 議 員 寺町 平一 議 員 堀切 忠 

議 員 常通 直人 議 員 鈴木 健充 議 員 橋本 和仁 

議 員 西尾 一則 議 員 中村 和宏 議 員 中田智惠子 

議 員 柴田 正博 議 員 立川 美穂 議 員 黒田 栄継 

議 員 正村紀美子 議 員 梶澤 幸治  

議 員 広瀬 重雄 議 員 渡辺洋一郎  

欠席議員  

氏   名 

   

   

説明等に  

出 席 し た 

者の氏名  

   

   

   

事務局職員 事務局長 仲野 裕司 総務係長 佐藤 史彦  

『会議に付した事件と会議結果など』 

１ 開 会 

議長が開会を告げ、事務局が日程を説明後、協議する。 

２ 議 件 

（１）協議事項 

ア 議会報告とＰＴＡとの意見交換会のまとめについて  資料１ 

イ 読みたくなる議会だよりについて    資料２ 

３ その他 

                                        

２ 議 件（１）協議事項 

 

ア 議会報告とＰＴＡとの意見交換会のまとめについて  資料１ 

・議長：説明を。 

・事務局長：2/19議運で協議した意見交換の意見整理について、各委員会内で共有し

ていることから、確認事項について両委員長より報告を。 

・立川議員：コロナの中で時間も短い中で意見交換であり、深堀りが難しかったが、

表のとおり、対応を整理したものである。 

・正村議員：P7に所管事項がある。経済対策であるが、当日の対応として記載のと

おりであるので、今後必要あれば調査等に参考とさせていただきたいと考える。 

・議長：この対応等について質疑があれば。あるいは意見などがあれば。 



（質疑、意見無し 

・議長：なければ、PTAとの意見交換の対応は記載のとおりとして進めていく。 

 

イ 読みたくなる議会だよりについて    資料２ 

・議長：説明を。 

・梶澤議員：資料説明。平成29年度の議会改革諮問事項の答申に、町民を対象とし

た評価の実施について触れ、それに基づいて、記載のとおり町民アンケートを実

施してきた。その結果について議運で時間をかけて検証作業を行なってきたもの

で、最も認識の高い広報媒体として議会だよりがあり、より見やすく、分かり易い

ものにしていくべきとして議論を行なってきたもの。各常任委員会内でも協議を

していただいていたが、それをもとに議運でも協議をしてきた。今回、渡辺、常

通、中村の３議員で調査・検討を進めて、本日の資料の提案となっている。この資

料を基に議運でも協議をして、本日の案としてお示ししているもの。説明は渡辺

議員から。 

・渡辺議員：資料説明。モニター会議からの意見も含めて各常任委員会で協議をして

いただいた経過がある。まず、継続する事項として、記載のとおり５点ほどある

が、今年度の改善策として、具体的には、議員視点の紙面づくりをしていく、委員

会ページの充実をしていこうというところとしている。次のページはスケジュー

ル案であるが、緑色の線以外のところが、現行のスケジュール。緑の部分の作業

を、新たに入れようとするもの。両委員会の代表と事務局が入った編集企画会議

の設置。またその前に、各委員会内で意見をいただきながら、編集会議に臨んでい

こうというものである。 

・議長：まず、質疑があれば伺いたい。 

（質疑無し） 

・議長：意見も含めて、いただきたいが。 

・橋本議員：改善策の部分で１．議運メンバー以外の参画について詳しく説明を。 

・渡辺議員：まずは委員会ページの充実のために、そこに載せるものについて全体で

協議をしていければということである。 

・議長：ほかに特にないようである。まずは委員が主体的に関わってページを充実さ

せていこうということである。今後、この内容にそって議運として、いくが。 

・梶澤議員：今年度の議論を経て、令和３年度につなげていくということで、５月か

ら新体制でスタート、７月号から反映をしていければと。 

 

 

３ その他 

・無し。 

 

                          以上で会議を終了する。 

傍 聴 者 数 一般者 １名 報道関係者 ０名 合 計 １名 



記載のとおり報告する。 

 令和 3年 3月 23日 

芽室町議会議長 早苗  豊 

 

 


